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本草学史研究においては本草学の業績(著 書)の 考察によるだけでなく,そ の背後にあ
る学問的な営為たるフィール ドノー ト 「採薬記」の分析をとおしてその業績の成立過程
を検討 し,ひ いては日本近世の学問のありかたにせまることが大切 と考えている。 こう
した検討はこれまで不十分であった。
19世 紀は じめ,小 野蘭山は幕命によって各地へ採薬(産 物調査)し た。 その報告書
が採薬記である。この報告書は本草学にとってはこの上もない資料だったから,門 人や
本草学者たちが筆写 して座右に備えた。そのため,蘭 山の採薬記にはかなり多くの写本
が残されている。本稿では,蘭 山が残 した採薬記のうち 「常野採薬記』 と 『甲駿豆相採
薬記』の諸写本の成立事情を整理 して写本系統を明 らかにした。研究目的によって拠る
べき善本を選定するための基礎固めのためである。
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は じ め に
一近世 日本の本草学略史 と 「採薬」一
日本の本草学は,中 国からもたらされた本草書を学び取って医療に利用することからは じまっ
た。中国の本草書に記載される薬品(動 植鉱物)が 日本の何 にあたるのかが分からなければ薬




でもこの事情は同じだったから,こ の同定には気の遠 くなるほどの時間を要 したろうし,記 録
こそ残 されていないが野山に出かけて実物を観察することも少な くなか ったはずである。深江
輔仁 『本草和名』(918年 撰)や 源順(911～983)『 倭名類聚紗』,惟 宗具雅 『本草色葉抄』
(1284年 序)は こうした検討 によって成 った成果である。古代中世の本草学は中国本草学の学
習に始終 し独 自の展開をみせなかったけれども,こ うして営々と蓄え られてきた成果の上に近
世中期以降の 日本の本草学が成立す るのである。
近世 日本の本草学は17世 紀はじめに中国か ら李時珍 『本草綱目』が齎され,そ の受容か ら
始まるが,お おむね17世 紀までの日本の本草学は中国から移入された本草書の学習を主 とし
た。本草学が真 っ当な学問であるためには,書 物か らの豊富な知識 と実際の自然物の観察が不
可欠だが,そ れは貝原益軒 の 『大和本草』(D(宝永5(1709)年 成立,同9年 刊))ま で待たね
ばならなか った。『大和本草』の書名は 「日本の本草綱 目」 という意味である。まだまだ中国
の影響は大 きかったが,日 本の本草学が中国本草学の学習か ら脱 して自立 したといえる。本書
によって本草研究の対象も医学に付随する薬物研究のためのものか ら自然物そ⑳ ものの探求へ
と視野が広げられた。「総論」では本草研究のあり方を述べ,聞 見の寡随 ・聞見の盲信 ・自説
への固執 ・軽率な判断を禁 じた。素朴な実証を説いたにすぎないようにもみえるが,自 らの経
験にもとづき自覚的に研究方法の原則を導き出したことは日本の本草学が学 として自立 した証
左である。『大和本草』 には 自らの目による観察(「 採薬」(2))を大切 にする態度が貫かれてい
る。藩命によって編纂 した 『筑前國績風土記』の自序にも,益 軒は次のように書いている。
國の内を里ごとにあくがれありき,高 き山に登り,ふ かき谷に入 り,げ はしき道,あ や
あ っ コ
うきほきちを しのぎ,雨 にそぼ ち,露 にぬれ,寒 き風熱 き 日をい とはず して,め ぐり見 る`
や ほ さと
事,凡 八百邑にあまれり(中 略)あ るはかって見時詳ならざる所々も,う たがはしくて,
ふた ＼び其里々に行て,よ く見聞し,其 事實をきはめぬるもの多か り。
多 くの旅を経験できた益軒は旅先での観察経験を 『大和本草』に生か した。『大和本草』の
記事は益軒自身の旅での経験に基づくものも多い。 ここには二例だけをあげる。
春は此御境内の奥に八重ざくら多 し。洛中洛外にて第一 とす。吉野の山櫻に封ずべ し。
毎年花のさかり十鯨 目の間はな見る人多くして,日 々群集せり。酒食をたつさへ幕をは
りて,遊 宴をなす者多 し。高塔あり。花をめでん人は,花 の胎中終三度ゆきて見るべし。
木多きゆゑさか り久 し。(『 京城勝覧』〈仁和寺〉)








⇒常の山椒は丹波にて,び んせうと云。はり多 し。朝倉山椒は,但 馬の朝倉の里を初と
す。其後丹波にも植う。香氣烈 し。常の山椒に葉 もかはり,は りす くなし。
(『大和本草』〈山椒〉)
益軒の学問の背後には民の生活を思いやる心が脈打っていたことも忘れてはならない。『大
和本草』 自序に 「本草学ハ以ツテ民生 日用二切ナリトス」 と書いたように,本 草学は本来 「民
生 日用の学」だった。宇田川熔庵が西洋の博物学の立場から当時の本草学のあり方を批判 した
ように,本 草学は自然研究から薬物 ・食物 ・殖産などにいたるまで民生日用への応用面をもひっ
くるめて担うものだったのである。 日本の本草学が 「博物学」的傾向を強めていったことは事
実であるが,明 治になって制度的に西洋の 「博物学」が導入されるまで,こ の前提が忘れられ
ることはなか ったし,西 洋的な学問制度がその内実を備えるには暫 くの時間が必要だった。
益軒は 『大和本草』で日本の本草学の基礎を築いたが後継者を育てなかった。ひきつづいて
日本の本草学に大きな展開をもたらしたのは,幕 府の殖産政策の一環として実施された享保元
文期(18世 紀前半)の 「採薬使」(3)による全国的な 「採薬」(産 物調査)と 「諸国産物帳」の
徴収であった。 この産物調査は幕府の殖産政策のために行なわれた ものではあったが,本 草学
にとっては野外での自然研究として貴重な経験であり,そ の際に記録された 「採薬記」はフィー
ル ドノー トとして重要な意味をもつ。採薬使たちの残 した記録は彪大なものだったはずだが,
ごく一部 しか残 っていない。それでも残 された採薬記録か らはこの時代の調査の実態を窺 うに
足 るし,具 体的な内容は不明なが ら採薬使 に従 った各地の 「案内人」④たちと採薬使との間で
知識情報の交換が行われただろうことも推定できる。 また,「 産物帳」作成のために全国で自
然調査が実施 され,こ の調査に携わった者たちは実地調査の経験を積んだ。
上記のような全国的な採薬(自 然調査)が 実施された享保以降,採 薬の重要性は本草学者た
ちに浸透 し,以 後の本草学の研究にとって採薬は欠かせないものとなった。本草学者は文字ど
お り万巻の書物か らの知識を実物観察たる採薬で検証することによって,自 説を形成するよう
になる。私は,こ こに日本の本草学が学として新たな展開をみせ始めたと考える。これまで日
本の本草学史研究はもっぱ ら本草学著たちの研究成果たる著書の検討を通 してなされてきたが,
これだけでは不充分 といわざるを得ない。 とくに近世以降の本草学の考察にあたって,今 後深
めるべき研究は個々の業績の背後にある学問的な営為たるフィール ドノー ト 「採薬記」の分析
をとおして,そ の業績の成立過程を検討 し,ひ いては日本近世の学問のありかたにせまること
にあると考える。
「採薬記」の記事は動植鉱物の観察にとどまらない。そこには調査に出掛けた土地々々の生
活風俗や寺社 ・遺跡など,記 録者の興味(あ るいは幕府の意図)に 従 ってさまざまな観察記録




洋化)に あたって,こ うした本草学の学的蓄積が大いに活用されたことを忘れてはな らない。
「採薬記」はさまざまな分野からの検討 に値する資料の宝庫なのある。
上記の観点から,私 の研究のさしあたりの目的は 「採薬記」の収集 と,諸 写本間の異同を検
討 し,研 究史料 として利用するに耐え得る史料集の編纂にむけた作業にある。筆者は先に 「植
村政勝 『諸州採薬記』の書誌的検討」(5)を発表 したが,そ れもこの作業の一環であった。本稿
では小野蘭山の 『常野採薬記』と 『甲駿豆相採薬記』をとりあげて検討する。
なお,引 用の字体は(ワ ープロ変換困難なものを除き)で きるだけ原文どおりとし,合 字は
ひらいた。「/」 は改行を示す。
1.小 野蘭山の江戸医学館招聰 と採薬
小野蘭山は寛政11(1799)年71歳 のとき,幕 府の招聰に応 じて江戸の医学館に着任 した。
寛政11年3月ll日 京都を出発,3月28日 に江戸へ到着 した。医学館の記録 『医学館秘要録』
(6)によると,医 学館では蘭山の江戸滞在は一時的なものと考えていたようである。蘭山の住
居について,寛 政11年 正月の記録には 「此度京都 ヨリ小野喜内被為召候由及承 り,此 後連モ
右様之者差置可申旨申上候威」 と,今 後 も蘭山同様に一時的に招聴する者を想定 している。4
月2日,医 学館内に蘭山の住居が完成 したことを報告 した医学館俗事役は,同 日 「右於医学舘
講書被仰渡候二付,旅 中医学錨地面内へ取建保家作へ差置可申哉」 との伺書を出 し,蘭 山を
「旅 中」 ととらえている。 同月5日 医学館内の新居に移 った蘭山はさっそ く堀田摂津守か ら医
学館での講書を申し付けられ,逗 留中の手当として五人扶持一カ年二十五両を月割で支給され
ることになった。6月29日,改 めて堀田摂津守か ら 「宮地え罷下候二付,為 御手當三十人扶
持被下僕。生涯宮地へ住居致物産筋之御用可相勤候」という仰渡 しがあり,生 涯江戸居住を申
し渡されるとともに,医 学館講書に併せて 「物産筋之御用」が加えられた。7月28日 には将
軍 に御 目見を済 ませ,10月 以後は年始 ・八朔 ・五節句 ・月次御礼に登城することと帯刀が許
されている。蘭 山の身分や役割が確定するまでにかなりの時間を経ている。蘭山の招聰は直接
的には医学館主多紀元恵(安 長 ・藍渓)の 要請によるものであったが,医 学館を統括する立場
にあった若年寄堀田摂津守正敦の意向をも大きく反映 したものであったと考えられる。堀田正
敦は蘭山が江戸に到着 して間 もない4月4日 に自邸に招いた。 この時のことを,蘭 山は日記(η
に 「御前近被召寄,物 産之儀有御話」 と記 している。讃岐侯の 『海錯写真折本』二冊を出して
「一々有漢名之御尋」 と,正 敦が物産について熱心に質問している様子が窺える。正敦はその
後 も蘭山に指示をあたえ,直 接間接に支えた。
蘭山は寛政11年3月11日 京都を発 した時から日記を付け始め,同 年3月28日 に江戸へ到
着 した後 も文化7(1810)年82歳 で没する直前まで書き継いだ。 日記には友人や門人たちの









も知 られるように,蘭 山の本草研究の基本は 「採薬」にあった。











蘭山は日光採薬を願い出ている。翌21日,多 紀氏か ら佐一を通 して次のような返答が来た。
朝,従 多紀公被召佐一云,昨 夜 日光採薬之義申出候処,当 時寒冷脚本 も可至凋枯候間,來
春可罷出候旨,・津守様二も御噂有之。尤,右 採薬之義御用二相成,人 足路用可也二可被下




足や費用 もかなり支給され,以 後幾度 も各地に長期の採薬ができると申し渡されたことである。
ここに蘭山の採薬は御用とされ,す でに以後の諸州採薬が予定されていたのである。
日光のかわりに江戸近郊の採薬願を出すように申 し渡され,次 のような伺いを出した。『蘭
山日記』によれば,こ の願いが出されたのは五 日で,堀 田摂津守か ら許可されている。
小野蘭山儀二付奉願候書付




申八月 多 紀 安 長(『 医学館秘要録』)
また,採 薬に先立って,調 査に入 る村 々の百姓たちから苦情が予想されたため,採 薬予定地
にある御狩場については鳥見役に断 りを入れてほ しいとの願いを出 し,聞 き届けられた。その
ほかの場所については勝手次第との返答を得た。 こうして蘭山は寛政12年8月22日,江 戸近
郊の駒場 ・志村 ・嵐山 ・広尾原 ・国府台 ・弘法寺 ・惣寧寺辺の採薬願いを提出した。
小野蘭山義二付願候書付 多 紀 安 長
小野蘭山儀 近地採薬二罷出候節,百 姓共答候テ山村へ入兼候儀共御座候。柳以其場所
ヲ荒シ候儀ハ無御座候間,可 罷越儀二御座候ハ ・"差構無之採薬為仕候様,近 地村方へ御
開掛ケ被成下候様仕度奉願候。以上。
申八月 ・ 多 紀◆安 長
書面御心付候場所ハ御鳥見へ御聲掛 り被成下,其 外之場所御差支無之候間,勝 手次第罷




申八月 多 紀 安 長(『 同上』)
『蘭山日記』 によれば,こ の願いが出されたのは22日 。24日 に許可。翌25日 には 「昨 日被
申渡ニケ処之外,鼠 山へ も鳥見へ御沙汰有之候間勝手次第可致採薬候 旨,役 所 より申渡」があ






2.日 光(常 野)採 薬
蘭山は享和元年2月17日,前 年願い出て延期されていた 日光採薬の願書をあらためて提出
した。許可の内意が伝え られたのは3月19日 。江戸近郊の採薬は私的な ものだったが,日 光
採薬は幕府の御用とされ30両 が下された。出発予定日は4月7日 と決定され先触 も出された。
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3月28日 には堀田正敦か ら 「此度採薬二付,中 川飛騨守殿御願有之而路筋二多き薬餌等を其
所々之百姓二其名採取時節乾様等を教諭可申」 と内々伝えられた。こうして,蘭 曲は予定通 り
4月7日 江戸を発 して日光採薬に向かった。同行者は京都から蘭山に従って来た門人や江戸で
新たに入門 して来た門人たち,宮 地郁蔵㈲ ・小原源三郎ω ・井岡大造㈹ ・広井宗悦 ・山本泰
玄 ・加藤元貞⑲ ・佐一(蘭 山の孫佐一郎,後 に蘭山を継いだ小野職孝 ・惹畝)ほ か上下15人
であった。
『常野採薬記』は5月18日 江戸に帰着するまでの41日 間の復命書である('4)。日記形式で行
程 と採集品が記録される。「享和元年辛酉之夏四月採薬ノ(平 出)命 ヲ蒙 り奉 りテ常陸筑波ノ
山井下野日光ノ諸山ヲ巡廻ス」 と書き出され,本 書が幕命による公務の記録であることをいう。
『蘭山日記』によれば,日 光での採集品として5月22日 には65鉢 の草木の鉢植え(3人 持の
釣台4つ)と 一箱二種の石類,こ れに目録を添えて医学館に献上 した。また,堀 田正敦 の申し
付けに したがって,村 々で教授 した薬品とその製法等についての内容を覚えとして提出した。
6月14日 には,御 薬園にある品類と御薬園に不足の品類を報告せよとの命に したがって,御
薬園に取 り寄せるべき品類の 目録を提出した。 これは,荒 廃 していた幕府の薬園を整備するた
めで,医 学館督学多紀安長の意をうけたものであった。6月29日 には医学館薬品会が開催さ





出発。同行者は本郷大膳 ・渡辺寿真 ・岡村春益等。宮地郁蔵 ・小原源三郎は新宿まで見送 った。
同月27日 には道中にあった蘭山のもとへ堀田正敦から経歴 した所の地名,見 出した草木等に
つ いて委 く書 き留 めて おき,帰 宅 後 に報告 せ よ と0)声 示 が届 いた('5)。蘭 山の採薬 によせ る堀
田正敦の期待が窺える。10月3日,蘭 山は甲州採薬を終えて江戸に帰着。前回と同様に採集
品53品 を献上 した。帰着後,こ の採薬について所々で先触の間違いがあったため,先 触の行
き違いをなくすたあに予牢外の地を調査する場合や大社大寺においても案内人を出してもらい
たいと申し入れている。 これまでの採薬ではこうした苦労を味わっただろうし,も ともと蘭山
はこのような場面でこそ幕府の後 ろ盾を期待 したのである。勘定方は蘭山のこの申 し入れをう
け入れ,次 回の先触からは 「其所々の首たる人御鰯廻可然候間,採 薬國々地名道筋委細二間置,
先廣被致沙汰候様二可致」㈹ と返答している。 こうして,蘭 山の期待どおりに幕府の後ろ盾を
保証 されることになった。
10月19日 になって,こ の年の二度の採薬の復命書 として 「享和元年採薬記二冊」の表題の
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もとに 『常野採薬記』『甲駿豆相採薬記』を提出 した。前者はは じめの願書では 「日光採薬」
とされていたが,こ の採薬がこの後も幕府の公務 として継続される一連の諸国採薬 と位置付け
られたことから,「常州野州」の意味で 「常野」の表題が用いられたと考えられる。




れた紀州採薬か らは以下の規定に従 って実施 されることになる。
(前略)於 詰所,多 紀公被申渡云,先 達而年分両度採薬之事,於 民間差障に無之候歎之由
有御尋候処,夏 秋ハ農業之妨に相成候間,正 月二月三月六月七月十月十一月十二月ハ農之
妨二不相成候間,採 薬二相廻候而不吉候由,民 間より申上候段,中 川飛州君より被申上,
多紀公より願書。右之通之時節二而ハ艸木も無之,六 七月ハ苦熱,皆 々採薬相成かたく候。
傍而両度之採薬,春 ハ三月より五月迄,秋 ハ八月より十月迄廻 り候様仕度候。勿論 農事
之妨無之様相心得可申旨可申付候由二候虜,願 之通たるへ く候。随分農妨無之候様相心得
可申,年 分二同度へ両度行候事不可致,道 筋二立寄候とも,帰 二同処を通行へからす。行
抜有之候ハ ・其方へ行へき事,行 粧随分人少二 して無益之人を召連申間数候,御 腎中同道
有之候 とも随分人数少 く候様相心得可申候事,右 之通被申渡候㈹。
紀州採薬 は享和2年2月22日 に江戸を出発 し5月29日 に帰府,12月 に 『紀州採薬記』を
提出した。その後も蘭山は各地の採薬を実施 し 『房総常陸採薬記』(享 和3年3月18日 ～4月
22日),「 駿州勢州採薬記』(文 化元年8月13日 ～10月13日):『 妙義山井三峯山採薬記』(文
化2年5月16日 ～6月6日)を 残 した。 この後も蘭山は文化3年 春の奥州採薬を願い出たが,
高齢(78歳)を 理由に許可 されず,近 国の採薬をすすめ られたが3月4日 の大火に自宅が罹
災 し㈲,こ れ も実現 しなかった。
4.小 野蘭 山採薬記(諸 写本の書誌)
一転写の原本となったもの一
常野採薬 と甲駿豆相採薬の経緯について略記 した。蘭山の採薬は幕府の御用として行われた
のだが,そ の採薬記録は本草学者たちにとってはこの上 もない研究資料 となったから,門 人や









(2)(1)覚 書に基づいて作成 した草稿本(漢 文体)
(3)(2)草 稿本(漢 文体)に 基づいて作成 した幕府復命書のための草稿本(和 文体)
(4)幕 府へ提出 した復命書の控えとして小野家に残 された浄書本(和 文体)
㈲ 幕府へ提出 した正規の復命書(和 文体)
⑥ 『常野採薬記』 については,蘭 山が私的に作成 した 『遊毛記』がある。
(7}(1撹 書をもとに書かれたと思われる 『蘭山日記』には採集品の記録こそないが,採 薬前
後の経緯や行程と道筋での見聞など 「採薬記」には省かれた内容が書き留められている。
本稿には触れないが,採 薬記の別録 ともいうべき内容を備えている。
以上の蘭山自筆稿本が小野家に所蔵 されていたはずだが,多 くは文化3年 ・天保5年 両度の
火災('9)によって焼失 したと思われる。焼失を免れた稿本 もい くつか残るが,転 写本の多 くは
焼失以前の蘭 山稿本か ら作 られたことになる。以下に,現 存する 『常野採薬記』『甲駿豆相採
薬記』の諸写本がどの段階の稿本を転写 したものであるかを,転 写系統 もふ くめて検討する。
『常野採薬記』『甲駿豆相採薬記』の二冊は別々に作成されたのだが,幕 府への献上が同時だっ
たことか ら成立の順序や転写関係が複雑である。 はじめに現存の転写本の原本 となったと考え
られる四種をおおむね成立の順に示す。'A自 筆草稿,Bそ の浄書本,C幕 府献上にそなえた浄
書本の転写,D幕 府献上本の四種である。すべて写本であるため刊写の別は記さない。
なお,以 下の所蔵機関は次のように略称([]内 は請求番号)し た。国立国会図書館⇒国
会,国 立国会図書館支部東洋文庫⇒東洋文庫,武 田科学振興財団杏雨書屋⇒杏雨,西 尾市教育
委員会岩瀬文庫⇒岩瀬,国 立公文書館内閣文庫⇒内閣。
A『 常野採薬記』一冊(国 会[特7-379])
黒色の表紙 四針眼。縦242× 横170ミ リ。題簑 「蘭山常野採薬記 全」。扉に 「日光採藥
記」。全44丁 。内題は 「常野採薬記」。本文は40丁 。第42丁 ～第43丁 の2丁 は 「常野採薬志
本書罵シテ後京師ヨリ費本來タル英書ノ末二以下三頁ヲ/載ス今罵シテコ・子浦人ス同年十一月十六日
三園」(小 字 は朱筆の双行割 り書)と して,「草類」62品,「 木類」3品,「 石類」2品 の計67
品名称を記す。本文の品名の頭に朱点を付す。遊び紙(第41丁 表)に 「右一冊借京師山本沈
三郎之本馬了/文 久二年丙戌十月二十 日夜五ツ時 七十五三園老人」とある。巻末に奥劣斎に
よって次の蘭山識語が写されている。
右寛政辛酉之夏奉(平 出)/命 探藥於常野之間以上今其略以示/諸 四方之同志云時六月中
漸蘭山識/(1行 あけ)/門 人 平安 劣齋奥基藏




流布本にみ られる蘭山識語が添え られないから,流 布本の識語 は年紀のとお り享和元年酉10
月 に撰文 されたことを裏付ける。幕府への献上はこの年の12月 だったか ら,蘭 山はその前に
採薬の成果を門人たちに知 らせたのだろう。京都の門人奥劣斎⑳ に回覧 し,劣 斎がそれを転
写 した。劣斎の手に成る転写本と蘭山自筆の浄書本は遺失(こ の前に作 られたはずの漢文体草
稿本 も残 っていない)。他にも転写 した門人がいたはずだが寛政辛酉年6月 の蘭山識語をもつ
写本はこの一本のみ。奥劣斎の蔵書は転写されて山本読書室(沈 三郎)の 蔵書となり,そ れを
尾張の 「三園老人」すなわち神谷三園ω が転写 したものが本書である。幕府献上品の内容が
伝わっていたらしく,三 園が京都からの完本によって付 した 「常野採薬志」に記載される 「草
類 ・木類 ・石類」計67品 は,常 野採薬から帰府の後に蘭山が幕府に献上した品物と一致する。
B『 甲駿豆相採薬志』一冊(杏 雨[貴132])
鼠色の表紙,四 針眼。縦237× 横165ミ リ。題簑は 「甲駿豆相採薬志」。表紙の右方に 「甲
駿豆相採薬志/小 野蘭山自筆稿本」の貼紙。表紙の右下 に 「政員」の朱文丸印を押 した紙片を
貼付。 この紙片 に青色のペン書 きで 「蘭山」とある。扉～第3丁 は紙幅の天地が他より少し短
いため,間 紙を上部に約16ミ リ長 くして揃えてある。扉のほぼ中央に 「甲駿豆相採薬志」。 こ
の右下に 「衆芳軒藏書記」の白文朱印。 この印は後遊び紙にもある。第1丁 表～第2丁 裏に
「雪目」(表 題な し)。雪目末に 「右享和辛酉之秋四州採薬所(平 出)上 之雪目也」とある。第3
丁は墨付な し。本文(第4丁 表～第12丁 表)9丁 。 内題は無 く,い きな り本文から始められ
る。冒頭は 「享和元年八月奉(平 出)/命 採薬於甲駿豆相之間/廿 二 日卯後発(「至於府中路軽
くママラ
新宿萩窪高井戸 金子」を棒線で抹消)」,上 欄に 「家行四谷至/府 中」とあるほか,本 文中に
多数の訂正の跡がある。第13丁(遊 び紙)は 版心下方に 「衆芳軒藏」と刷る用箋。他は叛心
に 「衆芳軒藏」の文字がない刷り用箋だが,蘭 山使用の用箋である。
漢文体で書かれ訂正の跡が多 くみられる蘭山による自筆草稿本である。これは 「衆芳軒藏書
記」 の蔵書印,筆 跡,用 箋か らも確認できる。「目録」は本書だけに見 られ,「 草類(8品)・
木類(2品)・ 石類(28品)・ 海物類(14品)・ 外二(4品)」 の計56品 が記載 される。用箋の
寸法が他と異なることから,蘭 山が後に自身の覚えのたあに付 したものと思われる。
BとCの 間に,「酉十月」の識語を付 した蘭山自筆の和文体浄書本 『常野採薬記』『甲駿豆
相採薬記』(二 冊一組)が あったはずだが所在不明。焼失 したか。
C『 蘭翁採薬記』一冊(岩 瀬[30-89])。
濃青色 の表紙,四 針眼。 縦234× 横161ミ リ。題簸 「蘭翁採薬記 完」。下小 口書 「蘭翁採
薬 記」。遊 び紙をふ くめて,す べて版心 の下 方 に 「讃書室藏」 とある刷 り用箋 を用 いる。 巻頭
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に 「讃書室珍蔵記」の朱文印。① 「常野採藥記 小野蘭山」43丁(第1丁 ～第43丁)と ②




確証はないが,亡 羊の筆跡 と判断 して誤 りないだろう。蘭山は浄書本を京都の門人山本亡羊に
送 って筆写 させたと思われる。 この山本読書室本(22)が転写 されて流布 した。
D『 常野採薬記』『甲駿豆相採薬記』二冊一組(内 閣文庫[197-24-1,一2])幕 府献上本
薄茶色の表紙,四 斜眼。縦273x横186ミ リ。題策は 「常野採薬記下」「甲駿豆相採薬記上」
(下 ・上は朱筆)。 二冊とも表紙右上隅に 「脾(朱 筆)」 の貼紙,右 端の綴 じ糸の間に 「共二」,
下小 口に 「採薬記」とある。「甲駿豆相採薬記」の表紙には 「三十四番(朱 筆)」 の貼紙。内題
はそれぞれ 「常野採薬記」,「甲駿豆相採薬記」。なお,内 閣文庫の整理番号は第一冊と第二冊
が逆にな っている。第二冊の 「常野採薬記」([197-24-2])は 全72丁(丁 付な し)。第一冊の
「甲駿豆相採薬記」([197-24-1])は 全51丁(丁 付なし)。巻末に蘭山識語が添えられ 「享和元
年酉十二月小野蘭山」の日付 と署名あり。巻末(第50丁 裏～第51丁 裏)に 本文より二字下げ
てはじまる次の識語がある。




右夏秋ノニ行合テ八十二 日数國経歴ノ間見/ル 所採ル所ノ品物 ヲ記スルコト此ノ如 シ常/
二見ザル艸木ハ粗 ソノ形盛状ヲ具シ江戸ニモ/多 ク植木屋ニモ貯 フル品類ハタ ・"和漢ノ構
呼ノ ミヲ記 シテ形状ヲ暑スソノ方言ハ則皆賎樵ノ鄙言ニ シテ固ヨリ取用三夕ラズ且 ツ/誹
答誤聞ノ失モ少カラザルベシ ト錐 トモ随テ/訪 ヒ随テ筆 シテ他邦 ノ参考二伸フルコ トシ/
カリ/(1行 アケ)/享 和元年酉十二月 小野蘭山
本書は享和元年12月 に幕府へ提出された正規の復命書である(23)。蘭山識語の日付は献上に
あわせて 「享和元年酉十二月」に改められた。 この識語に 「享和元年酉十二月」の年紀をもつ
転写本はない。
5.現 存する転写本の書誌と転写系統
以下 は,上 に紹介 したBCい ずれかの転写 本で ある。D幕 府献上本 は書 庫深 く秘蔵 されたた
め転写 され なか ったよ うであ る(24)。どの系統 の転写本 かわか るように,BCの 後 に1,2・ ・の 番
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号を付 した。Bl,B2… はBの 転写本であることを表わす。転写本 には他の著書とともに合




薄茶色の表紙,四 針眼。縦242× 横170ミ リ。題簑は 「小原氏採薬録」。見返 しに 「小原良
直奉命採薬記/稿 本」の貼紙あ り。新 たに付された扉の中央に 「小原八三郎編/紀 伊採薬録
(「紀伊」は貼紙)」,左 下に 「熊野及日高郡採薬/伊 豆産物誌/甲 駿豆相採藥/金 剛山採薬」 と
ある。元の扉には良直の手で 「採薬録巻一/熊 野及 日高郡採品文化十一甲戌三月良貴/附 献上品
目録/伊 豆産物録/甲 駿豆相採薬記享和元辛酉八月/金 剛山採藥記天保九戊戌良直」とあ り,
「南葵文庫」の朱文印をおす。以下の四点を収める。① 「熊野採薬記/附 採品献上 目録」32丁,
② 「伊豆国産」2丁,③ 「甲駿豆相採薬記」14丁(第35丁 ～第48丁),④ 小原良直 「金剛山
採藥記」1丁 。
見返 しにある 「小原良直奉命採薬記/稿 本」の貼紙は① 「熊野採薬記」についての注記。
「熊野採薬記」は良貴が孫の良直をともな って熊野および日高郡で実施 した採薬の記録を,良
直が編纂 した もの。合冊 される 「金剛山採薬記」は良直の自筆稿本。
「甲駿豆相採薬記」 は漢文体で書かれること,巻 末の蘭山識語がないことか ら,蘭 山の草稿
本の転写 と判断する。小原良貴の手 による転写。蘭山門人であった良貴㈹ はこの採薬には同
行 しなか ったが 「常野」および 「紀州」の採薬に同行 した。
B2『 熊野採薬記』写本一冊(杏 雨[杏5043]
薄茶色の表紙,四 針眼。縦234× 横161ミ リ。題簑はな く,表 紙に直接r文 化金蔵熊野採薬
録/同 献上 目録/蘭 山熊野採品録/海 士名艸産物録/伊 豆國産物録/甲 駿豆相採薬記」 と墨書
す る。下小 口書は 「紀伊伊豆甲駿豆相採薬録」。① 「文化十→年戌三月六 日熊野採薬品類」18
丁,② 「文化十一年甲戌歳熊野差上拍/[効 能書]」9丁,③ 「小野蘭山先生熊野採薬品物」30
丁,④ 「海士郡産物」9丁,⑤ 「伊豆国産」6丁,⑥ 「甲駿豆相採薬記」15丁(第73丁 ～第87
丁)を 収める。巻頭に 「紀伊小原八三郎良直蔵書之記」(朱 文印)と 「宍戸昌藏書記」(白文朱
印)を おす。「小野蘭山先生熊野採薬品物」の内容は 「○艸類」64品,「 ○木類」ll品,「 ○金
玉石類」20品,「 名草郡土石類」9品(う ち1品 には 「海士へ入ル」の朱筆),「 穀菜類」7品,
「草木類」33品(う ち1品 は貼紙で増補),「 魚類」3品 に部分けされ,そ れぞれに産地や形状
などの簡略な記事が付される。「海士郡産物」は 「石類」5品,「 穀菜類」20品,「 介魚鳥類」18





祖父良貴の蔵書Blを 原本 として,孫 の良直(八 三郎 ・蘭峡)が 改めて転写 したもの。「紀
伊小原八三郎良直蔵書之記」と 「宍戸昌藏書記」の朱印から,そ の後本書 は宍戸昌の蔵書とな
り,杏 雨書屋に収まったと考えられる。
Cl『 小野蘭山先生採薬志』一冊(国 会[特1-2171])
淡青色の表紙,四 針眼。縦237× 横167ミ リ。題叢の剥落 した跡あり。巻頭の遊び紙中央に
「小野蘭山先生採薬志」。全65丁 。 日付,品 名の頭に○を付す。① 「藤子南紀採薬志稿」16丁 。
② 「常野採薬記」21丁(第17丁 ～第37丁),「 大愚按」の頭註あ り。③ 「甲駿豆相採薬記」17
丁(第38丁 ～第54丁)。 巻末の蘭山識語の年紀は 「酉十月」6④ 「勢州採薬志」10丁 の四点
が収められる。③の巻末に 「弘化四丁末年六月此ノ書ヲ他処ヨリ/小 野恵畝先生借受予ニシメ
ス予此二於テ/此 書 ヲ借 り受一貫舎二鳥ス/未 七月 溝部有謙」の識語がある。
小野意欲が他所より借 り受 けた写本を,弘 化4年6月 に意畝門人溝部有謙が転写 したもの。
頭註の按文を付 した 「大愚」 は京都の医師小石元俊と推定する。
C2『 常野採薬記』一冊(国 会[特1-2198])
国会図書館による茶色の保護表紙,四 針眼。縦244× 横165ミ リ。題籏 ・内題 とも 「常野採
薬記」。本文14丁 。ペ ン書きの写本。裏丁の左下欄外に 「12,25高 知堂製」とある青色刷 りの
原稿用紙。巻頭 に 「白井氏蔵書」の朱文印。第2丁 と第14丁 の版心 に 「常野採薬記」 と書か
れる。巻末に 「大正七年四月七 日小野春雄氏恵贈」 とある。
小野家の蔵本を,小 野春雄が大正7年 に転写 して白井光太郎に贈ったもの。転写の原本は,
C2の 識語 にあったように弘化4年6月 に意畝が借 り受けて筆写 したものかとも思うが,「大
愚按」の頭註がない。筆写の際に省いた可能性もあるが疑問が残る。
C3『 常野採薬記』一冊(国 会[197-74])
黄土色の表紙,五 針眼。縦268× 横193ミ リ。題籏は擦れのため,判 読できない。表紙中央
に 「東京圏書館」のラベル貼付。巻頭右下に朱文印四顧あり。下から順に 「堀氏文庫」,「榊原
家蔵」,「故榊原芳埜納本」,「東京圖書館藏」。内題は 「常野採薬記/小 野蘭山記」。尾題は 「常
野採薬志終」。本文全17丁 。本文末尾に 「安政六己末年夏四月中洗以鰻齋蔵本書罵畢/堀 誠齋
識」の識語あり。上欄に 「大愚按スルニ(云 々)」の頭註がある。
大愚の号をもつ者は他にもある(例 えば新宮涼庭)が 小石元俊と推定する。Cを 原本 として
『常野採薬記』の部分を小石元俊(大 愚)→ 栗本鰻斎(25)と転写され,さ らに堀誠斎(26)が安政6
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年4月 再転写 したもの。 その後,榊 原芳野の手を経て国会図書館に収まった。
C4『 甲駿豆相採薬記』一冊(国 会[197-73])
黄土色の表紙,五 針眼。縦271× 横195ミ リ。題籔はほとんど破損。表紙,用 箋,印 穎,ラ
ベル等はすべてC3と 同じ。内題は 「甲駿豆相採薬記/小 野蘭山記」。巻末識語の年紀は 「酉
十月」,「小野蘭山」の署名はない。全14丁 。本文末に 「安政六己末年夏五月蜆齋以蔵本害鳥
畢/堀 誠齋識」 の識語。
堀誠斎がC3の 筆写の翌月,引 き続いて同じ原本から 『甲駿豆相採薬記』の部分をが転写 し
た もの と思われる。その後の所蔵者の移動 もC3と 同様。
C5『 常野 採薬記』乾坤二冊(国 会[特1-1977])
青色の表紙,四 針眼。縦233× 横167ミ リ。題簸はない。二冊 とも,扉 の裏丁 に 「横井氏圖
書記」,第1丁 表に森立之の 「森氏」朱文印のほか 「白井藏書」「白井氏藏書」の朱印2穎 をお
す。
第一冊は題籏はなく,表 紙に直接墨書で 「蘭山採薬記乾」,「[□(ラ ベルの下に隠れる)]藥
記蘭山/常 州 野州 甲州 豆州/駿 州 相州」。下小口書 は 「甲駿/豆 相常野採薬記上」。扉 に
「蘭 山先生/常 野採薬記」。内容は① 「常野採薬記 小野蘭山」44丁(第1丁 ～第44丁),'②
「甲駿豆相採藥記」35丁(第45丁 ～第79丁)。 巻末に 「文政六年末七月吉 日罵之 内山春水」
の識語。
第二冊 も題簑はなく,表 紙に直接墨書で 「蘭山採薬記坤」,「[□(ラ ベルの下に隠れる)]州
志州採薬記 蘭山/勢 州二.至ル/藤 子南紀採薬志編蘭山門人」。下小口書は 「駿州志州採薬記下」。
内容は③ 「蘭山小野先生勢州採薬記畢(尾 題)」13丁,④ 「藤子帝紀採薬志稿」17丁 。巻末に
「文政六年末六月吉日罵之 内山春水」の識語がある。
『常野採薬記』『甲駿豆相採薬記』 を収める第一冊は,文 政6年7月 山本亡羊門人内山春水(27)
の筆写。C山 本読書室本の転写だろう。 なお,「伊勢紀伊採薬記」と 「藤子南紀採薬志稿」を
収 める 『蘭山採薬記』一冊(国 会[特7-296])は 伊藤圭介 による本書第二冊の転写。
C6『 蘭山翁採薬記』一冊(杏 雨[杏1218])
青色の表紙,四 針眼。縦228× 横163ミ リ。題籏は 「蘭山翁採薬記 全」。下小口書 「蘭山
採薬記完」。帳の題簑は 「蘭山翁採薬記」で,そ の下に双行で 「常野採薬記 甲駿豆相採藥記/
駿州勢州志州採薬記 南紀採薬記」の割 り書あり。表紙に 「四十六挿」と書かれた紙片二葉を
…貼付す る。巻頭に簡齋館良臣の識語がある。識語に続けて,以 下の四種が収められる。① 「常
野採薬記 小野蘭曲」43丁(第1丁 ～第43丁)。 ② 「甲駿豆相採藥記」31丁(第44丁 ～第74
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丁)。 巻末識語の年紀は 「酉十月」。③ 「勢州採藥記」(表 題な し)11丁 。④ 「藤子南紀採薬志
稿」(こ の内題は 「蘭山先生勢州採薬記」を胡粉で消した上か ら書かれる)15丁 。第1丁 ～第
24丁 は青色の刷 り用箋,第25丁 ～第28丁 は無枠無界線,第29丁 ～第43丁 は青色の刷 り用
箋。第44丁 ～第74丁 は撮枠無界線,第75丁 ～第100丁 は黒色の刷 り用箋で版心に 「雲藩茶
梅園」と刷る。巻頭の館良臣識語は以下。
'此 冊蓋蘭山小野翁嘗蒙台命採薬/乎 東方諸州毎種詳審和漢品名且労記/方 言以示之同學欲
以聞他之嫌疑故冊/中 不華文不飾言其實心丁寧可見　若/後 學余輩考量可不欽載之乎今此
請禮/干 亡羊山本翁而謄写之翁為余所許諾/無 堪欣喜勉力不置業終卒也時天保壬/寅 之初
秋京師客寓雲譲簡斎館良臣/誌





未見のため複写による。四針眼。題籏 「甲駿豆相採薬記」。内題は 「甲駿豆相採薬 」。第1
丁右下に 「小島氏圖書記」の朱印(こ の上に1穎 あれど判読不能)。 版心に 「讃書室藏」 と刷
る用箋。全33丁 。識語の年紀は 「酉十月」。奥附部分に以下の識語がある。 この識語は加筆訂
正の跡が多いから,「質」と署名する転写 した人物の自筆識語と考え られる。
蘭翁採藥記當時経進原本特存於秘府而(下 線部は 「而家本昇罹丙丁之災 秘府之書人間不
可得見他又無傳録者]を 見せ消ち して右脇に加筆)。 上欄に 「其家草本向(已 を見せ消ち
で訂正)罹 回禄而後嗣亦無併其因而識者平安(右 脇に 「山本永吉」を加筆)曾 得傳録手澤
草本」)山 本永吉夙(「 曾」を訂正)従 翁學客歳入京訪其家 く「聞有傳本遂乞僧録」 を見せ
消ち)得 懇請而借(「 初」を訂正)讃 之焉,頃 因騰馬見寄遂為挿架之有(「 為記以傳児孫」
を抹消)何 幸過之再調一過併記其喜 質」(加筆訂正の跡は乞確認)
山本読書室において読書室の用箋を拝借 し,読 書室の蔵本.Cか ら 『甲駿豆相採藥記』を転
写 したもの。転写 した人物 「質」は次のC8で 推定 したように幕府医官小島宝素だろう。
C8『 常野採薬記』一冊(国 会[特7-378])
暗青色の表紙,四 針眼。縦233× 横163ミ リ。題簸は 「常野採薬記」。下小 口書は 「常野」。
表紙に 「□(ラ ベルの下に隠れる)百 草以學炎帝/煉 香齋」の墨書あり。見返 しと後表紙に
「緑竹齋/竹 齋記」 の墨書。巻頭に 「小島氏圖書記」 と 「伊藤篤太郎記」の朱文印。余丁とも




藏書之印巻首之下部二在 リ/讃 書室は山本永吉匹羊(百 品考著者)/之 号ナ レバモ ト亡羊翁之
藏本ナリシ ト見ユ/昭 和三年十一月十二 日伊藤篤太郎記」の貼紙あり。巻末に次の識語あ り。
常野採薬記佐博家本往罹回禄江戸醤/家 無紗而傳之者京人山本永吉課及門生録/其 所藏秘
本千里見餓始得挿干架上焉/明 窓披講柳記其由観粟生質記時/天 保癸卯二月廿五 日
この識語を識 した 「質」なる人物は,巻 頭におされる 「小島氏圖書記」印⑳ から小島宝素
と思われる。「質」の署名は宝素の名 「尚質」を略記 したのではあるまいか。C7で は加筆訂'
正の多い識語を,さ らに訂正のうえ浄書 していることから推定 した。小島宝素は幕府医官で医
学館世話役を勤め,考 証学者 として知 られる。天保13年9月 には京都に行き中国では遺失 し
ていた 『新修本草』古写本の残巻を筆写 し,同 年12月17日 に江戸に帰った。本書はその際に
山本読書室において筆写 したのではないか。帰府後に改めて本文を筆写 し,識 語を訂正 して,
浄書 した日付 「天保癸卯二月廿五 日」(癸 卯は天保14年)を 添えたのが本書だろう。宝素は転
写本を二部作ったと考える。「練香齋」「緑竹齋/竹 齋」なる人物は宝素の後の旧蔵者か。
C9『 甲駿豆相採薬記』一冊(杏 雨[杏3493])
薄茶色 の表紙,四 針眼。縦230× 横157ミ リ。題 籏は無 く,表 紙 に直接墨 書で 「蘭 山甲駿豆
くママラ





馬見寄遂為挿架之有　/何 幸過之乎再讃一過併記其喜 質/癸 卯初夏十有三 日写干/西 城
直舎此 日快霧北風覧寒常節識
天保14年4月13日,大 淵常節(30)がC7小 島宝素蔵書を転写 したもの。識語はおおむね宝
素の訂正 にしたがって筆写 される。宝素の もとにはC7・C8と もにあったはずだが,常 節が
何故C7を 筆写 したのかは不明。宝素の識語を写 した後,常 範 自身の識語を添えた。
C10『 常州野州採薬記』一冊(杏 雨[杏1420])
青色の表紙(比 較的新 しい),四 針眼。縦246× 横164ミ リ。題簑は 「常州野州採薬記」。扉
には 「常州野州採薬記」,そ の右上 に 「小野□□□(判 読できず)」。内題は 「享和元辛酉年四
月奉蒙 命常州筑波山加波山/椎 尾芦尾山日光山足尾採薬七日発足/目 録」とある。内容は他
の採薬記 と異な り,採 集品の 「目録」である。採集地 ごとに採集品名を列挙 し,31晶 につい





本/千 里見餓始得挿干架上焉時天保癸卯年二月廿五 日/右 小嶋性記
C8小 島氏旧蔵書をもとにして採集品を抄出した・もの。識語はC8の 識語 とほぼ同文だが,




青色の表紙,四 針眼。縦228× 横161ミ リ。題簑は 「日光採薬記」とするが,内 題は 「常野





青色の表紙,四 針眼。縦234× 横163ミ リ。題籏は 「冨士採薬記」。内題は 「甲駿豆相採藥
記」。全32丁 。余丁とも版心に 「九思堂蔵板」 と刷 る用箋。筆跡 も水野皓山のものO'採集品名
の頭に朱点を付す。わずかに誤写の朱筆訂正あり。蘭山識語の年紀は 「酉十月」。
水野皓山が,Cふ ら 『甲駿豆相採藥記』を転写 したもの。C11と 同時に二分冊 として筆写
したものだろう。
Cl3『 常野採薬記』一冊(岩 瀬[73-55])・
薄茶色の表紙,四 針眼。縦237× 横166ミ リ。題籏なし。本書には以下の十二種の採薬記を
収める。① 「常野採薬記 小野蘭山」37丁(第1了 ～第37丁)。 ② 「陶陰子採薬志」1丁 。③
「信州駒嶽採薬詩稿 江北三谷撲公器」(32)6丁。④ 「北丹波山國採薬記」6丁 。⑤ 「安政五年戊
午五月局嶽採薬記」5丁 。⑥ 「大峯採藥志/文 政四手巳年八月 文政五壬午年三月」5丁 。⑦
「天台山採薬記/平 安水野皓山」2丁 。⑧ 「大原採薬志/平 安 水野皓山」3丁 。⑨ 「内野藥苑
品 目/平 安 水野皓山」2丁 。⑩ 「伊香立採薬志/平 安 水野皓山」6丁 。⑪ 「解毒齋採薬記
(扉題)」5丁 。⑫ 「壷根岳採藥記」2丁 。
ほとんどが水野皓山の手による写本だが,『 常野採薬記』は別人の手に成るか。多 くは皓山





黄土色の表紙 四針眼。縦158× 横ll6ミ リ。題簑(雲 母刷 り)は 「蘭山先生採薬記」。①
「常野採薬記」(第1丁 ～第34丁)と ② 「甲駿豆相採薬記」(第36丁 ～第61丁)を 収める。①
と②の間に遊び紙一丁。内題は 「常野採薬記/小 野蘭山先生 門人 筆記」,「甲駿豆相採薬記
/小 野蘭山先生 門人 筆記」。表紙の右下に 「穂撲家」㈹ の墨印。巻頭の遊び紙裏に 「明治
三十年十月田中宣之翁よりか りて/写 この他勢州紀州ありたれと暑て不写/俊 香」の識語あり。
本文60丁(第60丁 を除き丁付あ り)。①の本文書 き出 し 「享和元辛酉歳夏四月奉レ蒙二採薬
之 命一巡廻二rF常陸筑/波 下野 日光諸山一」と②の本文書き出し「享和元辛酉歳秋八月奉レ蒙レ命
巡廻二干甲斐駿河伊豆/相 模之四國一尋求二於薬品_」 に返 り点を付す。巻末の蘭山識語の年紀は
「享和元年酉十月」。本文に加筆訂正などはないが,新 たな国に入る日付の上に朱点を付 して上
欄 に朱筆で国名を記す。
田中宣之㈱ が転写 したものを,明 治30年10月 に穂積俊香が再転写 したもの。原本は不明
だが,巻 末識語 に 「酉十月」 とあるか らCの 写本系統のもの。
C15『 甲駿豆相採薬記』一冊(名 古屋市立東山植物園[2-19])。C16と 一組。
小豆色の表紙,四 針眼。縦271× 横190ミ リ。新 しい題籏に 「採草叢書」。前遊 び紙第1丁 表
に,伊 藤圭介の手で 「採草叢書」 と大書する。この遊び紙裏に 「△印同本/此 書水谷翁之罵本
前ニア リ」の貼紙。遊び紙第2丁 表にも圭介の手で 「採草叢書」,そ の左方に 「蘭山翁/冨 士
(「日光」を訂正)採 薬記/甲 駿豆相採薬記 全」の貼紙がある。以下の本文は元の冊子(238
×172ミ リ)を 解いて,半 丁ずつを切 り離 し,太 き目の用箋(271×190ミ リ)に 貼付して仕立
て直 してある。本文巻頭の右下に 「尾張伊藤圭介之記」の朱文印をおす。圭介の手で 「一」～
「廿三」の丁付がなされる。内題は 「甲駿豆相採薬記」。本文は 「十六日十七 日休ス」(第23丁
表)で 突然終わ っているようにみえるが,C16に 続 く。
C16『[小 野蘭山先生採薬記]』 一冊(名 古屋市立東山植物園[2-15])C15と 一組。
草緑色の新 しい表紙,四 針眼。縦238× 横172ミ リ。新 しく付 した題籏 に 「小野蘭山採薬記」。
内題は 「小野蘭山採藥記」。本文9丁 。識語末尾の年紀は 「酉十月」。本文末に圭介の手で 「慶
慮四年戊辰歳首夏念八 日走筆/罵 了於平安吉田邸舎」 と墨書 し 「伊藤圭介」の朱文印をおし,
巻末の遊び紙裏に 「伊藤圭介藏」の墨書。





茶色の表紙,四 針眼。縦157× 横107ミ リ。題篭はなく,表 紙に直接 「小野蘭山翁/常 野採
薬記△」 と墨書。表紙右下には 「錦案珍藏」とあり,「尾張伊藤氏記」の黒印をおす。下小口
に 「常野採薬記」。見返 しに伊藤圭介の孫篤太郎の手で 「此冊前二錦稟/平 安吉田邸舎ニテ鳥
シタル/一 本ア リ」,そ の右下に 「伊藤圭介藏」 とあ り。内題は 「常野採薬記」。 内題の下に
「伊藤圭介」の朱文印をおす。本文末に圭介が採薬の道筋にあたる地名を列挙 し,そ の末尾に
「鋸葉伊藤圭介藏」。Cl5の 貼紙にあ った 「△印 同本/此 書水谷翁之罵本前ニアリ」 は本書
Cl7を さす。 この時,本 書は水谷豊文自筆 『木曽紀行』『知多紀行』『同続編』を収める 『採
草叢書』二冊(名 古屋大学附属図書館伊藤圭介文庫[W499.9-Sal,2])の 前に配架されてい
たのだろう。C15・C16と 同時に圭介が京都の吉田邸で筆写 した 『小野蘭山翁伊勢採薬記』
一冊(国 会[特7-297])の 扉にもやは り 「採草叢書」の貼紙がある。名古屋大学の 『採草叢
書』は 「此採草叢書ハ先輩諸先生又ハ友人其他諸氏殊二自己採薬紀行雑稿等ヲ余漫編纂シ参考
二伸 フル叢書也」の圭介識語を付す。蘭山の採薬記もこの目的で筆写 されて圭介の 「採草叢書」
に収められた。Cl7に ある篤太郎の貼紙 「此冊前二錦粟平安吉田邸舎ニテ罵シタル一本アリ」
はCl5・C16を さすか ら,C15・Cl6・C17・ 名大 『採草叢書』二冊の順に配架されていた
ことになる。
伊藤圭介(錦 粟と号す)が 筆写 したもの。
Cl8『 採薬記』(書 名は題籏による)三 冊[架 蔵]
薄茶色の表紙,四 針眼。縦254× 横156ミ リ。題簑は 「採薬記上(中 ・下)」。三珊とも表紙
の右下に 「三冊 ノ内」の墨書。巻上の巻頭に 「大儀氏藏書」の署名がある。三冊 とも巻頭に
「大岩嘉藏圖書」の白文朱印。巻上の巻頭に 「椿園」の朱文方印をおす。巻下の巻末には 「東
奥會藩椿園大岩氏藏書」の識語 と 「勝長之印」の白文朱印,「楮園」の文字に重ねて 「熔園」
の朱文印をおす。わずかながら,本 文の上欄 に 「格技」にはじまる按文あり。これは椿園によ
るもの。なお,巻 上の巻頭の中央に朱印を消 した跡が残る。巻上 に① 「常野採薬記」(38丁),
こママラ




ただし,『常野採薬記』には蘭山識語が付されないので必ず しもC系 統の写本とは限 らない。
(1)『 甲駿豆相採薬記』一冊(杏 雨[杏708])
くマ マラ




四州採薬記」。内題は 「甲駿豆相州採薬記」。本文27丁 。巻頭に 「早川文庫」の朱文印。後人
による考証の貼紙がある。識語末尾の年紀は 「酉十月」。C9と 同じ表紙。
(2》 『蘭山採薬紀行』智仁勇の三冊(杏 雨[杏877])
黄褐色の表紙,四 針眼。縦216× 横151ミ リ。題籏は 「蘭山採薬紀行 智(仁 ・勇)」。智に
は① 「藤子帝紀採薬志稿」29丁,② 「常野採薬記」36丁(第30丁 ～第65丁)が,仁 には③
「甲駿豆相採薬記」30丁(第1丁 ～第30丁),識 語末尾の年紀は 「酉十月」。④ 「蘭山小野先生




栗皮 色 の表紙,四 針 眼。 縦256× 横174ミ リ。 題簸 は 「蘭 山甲駿豆相 採薬 」。 内題 は 「甲
くママラ
駿豆相採薬 」。本文33丁 。識語末尾の年紀は 「酉十月」。
(4)『 常野採藥記』一冊(内 藤記念 くす り博物館[8719-31082])。(5)と 一組。
薄い雁皮紙に青色で樹枝 ・鹿の紋様を刷 る表紙,四 針眼。縦264× 横188ミ リ。青色に雲母
刷 りの紋様がある題叢に 「常野採薬記 完」。下 小口の右方 に 「や」の墨書。 内題は 「常野採
薬記/小 野蘭山先生 門人筆記」。尾題 「常野採薬記終」。本文31丁 。青色の刷 り用箋を用い
る。本文書き出 しはC14と 同様に返 り点を付す。
(5)『 甲駿豆相採薬記』一冊(内 藤記念 くすり博物館[8719-31081])。(4)と 一組。
(4>と全 く同 じ表紙,用 箋。題籏は 「甲駿豆相採薬記 完」。内題は 「甲駿豆相採薬記/小 野
蘭山先生 門人筆記」。全23丁 。巻末識語の年紀は 「享和元年酉十月」。(4)(5)はC14と 同様に




茶色の横縞渋引き表紙,四 針眼。縦233× 横160ミ リ。題簑 は 「冨士採薬記」。内題 は 「蘭
山小野先生冨士採薬記」。見返 しに 「明治四拾四年六月北本白井光太郎氏より贈 らる」の墨書。
巻頭右下隅に 「白井氏蔵書」の朱文印。本来の書名は 『甲駿豆相採薬記』。全33丁 。巻末識語
の年紀は 「酉十月」。
(7}『 冨士採薬記』一冊(国 会[W391-N32])
藁半紙21枚(縦245× 横338ミ リ)に 鉛筆で筆写。半紙を二つ折にして,「 蘭山先生/ふ じ















本稿では,小 野蘭山が残 した採薬記のうち 『常野採薬記』 と 『甲駿豆相採薬記』について,




不明であった 『藤子南紀採薬志稿』の著者は加藤元貞である可能性が強い㈲ などい くつかの
新知見を得た。本稿で触れ得なかった蘭山の採薬記につい'ては別稿を用意 している。また,近
世から明治中期には多 くの本草学者が採薬記を残 してお り,こ れ らについても検討中である。
蘭山は門人にたいして 『本草綱 目』などの中国本草書をテキス トとして講義 した。蘭 山の講
義録は自筆本が残っているし,門 人たちが筆記 した ものは 『～紀聞』の書名で多数残 されてい
る。これ らを時代をおって比較検討することにより,蘭 山の学問の変遷のあとを窺えるはずで
ある。また,宝 暦以降さかんに催された薬品会(物 産会 ・博物会)は 採薬で得た実物標本の展
示会であり,本 草学者たちの交流の場で もあった。こうした場をとおして,日 本の本草学は物
産学的,博 物学的な傾向を強めなが ら大きな展開をみせた。採薬記 とともに講義録や薬品会の
展開をあわせて検討することは私の今後の課題である。
本稿は,科 学研究費補助金 「基盤研究(C)(2)近 世 日本の本草学のフィール ドワーク 『採薬
記』の基礎的研究」(2003～2006年 度),お よび明治大学人文科学研究所からの研究助成金
「個人研究第1種 」(2004～2005年 度)に よる研究成果の一部である。
注
(1)以 下の益軒著書の引用はすべて 『益軒全集』(益 軒全集刊行部,明 治43・44年)に よった。
(2)「 採薬」 という言葉は山野に薬草を求めることを意味 したが,近 世中期以降には野外調査を意味
するようになっている。明治に入ると 「採薬」にかわって 「植(動 ・鉱)物 採集」の言葉が使われ







出品)の 表題で残 した。同行した玉松真幸は㈲ 「草木採薪記」の表題で残 した。また,『 出品目録』
第七号には細辻昌雄の 「岩倉山採草言己」が掲載されるが,「 出品目録」には 「岩倉山採集記」 とさ
れる。このような表題の違いや,こ の会誌の名称が第四号(明 治28年11月 発行)以 降 『京都本艸
會出品目録』から 『京都博物會出品目録』に改称 されたこと,第 五号(明 治28年8月 発行)の 出
品植物名に学名が付されていることなど,こ の時代の学界内部の意識の揺れが窺えて興味深い。
(3)採 薬使は役職名ではな く,幕 府の医官や御薬園預 りなどが随時担った任務のこと。
(4)各 地に派遣された採薬使には地元で薬草:に詳 しい者が案内人 として付き添った。この案内人たち
によって採薬使の知識や経験が各地に伝え られたはずである。享保14年 採薬使植村政勝に従った
大和宇陀の森野藤助は政勝の門人となって私設薬園を開き,『松山本草』などの著作を残 した。
(5)拙 稿 「植村政勝 『諸州採薬記』の書誌的検討」(「明治大学人文科学研究所紀要』第40冊,1996
年12月)。
(6)「 医学館秘要録』一冊は内藤記念 くすり博物館[44195-377.28](呉 秀三旧蔵本)に よった。本書
は 『署談』第66号 ～第83号(1901～03年)に 抄録された際の底本と思われる。このほか慶賑義
塾大学医学メディアセンターには石黒忠恵旧蔵の 『督学舘要秘録上』一冊[490.7-lg一]]が 所蔵さ
れる。 これには,「 右者豊察方藏秘之庭/時 之掛何某より内々借受後事/為 見合写取之/文 政五午
年八月 中璽」の識語を付す。両写本 とも同じ原本からの転写だろう。誤写とみられる違いを除け
ば,同 文としてよい。
(7)蘭 山の日記は小野家に伝わった蘭山自筆 『公勤日記』三冊(国 会[W221-N32])に よって,『蘭
山日記』として引用 した。『蘭山先生 日記』三巻一冊(国 会[特1-3649])は 白井光太郎が明治42
年に本書を転写 したものである。 自筆本を参照しながら,白 井本を活字化 したものが遠藤正治 ・芝
哲夫による 「蘭山先生日記」(『実学史研究』V～V皿(思 文闘出版,1988～91年)で ある。また,
白井本を大正2年 に転写 したものが柳田国男の蔵書 となり,成 城大学民俗学研究所から 「諸国叢書」
第四輯(1987年)と して影印刊行された。
(8)小 野蘭山の村松標左衛門宛書簡。『本草名家眞跡』(国 会[特1-3072])所 収。
(9)宇 田川楷庵 「穂孕濁語』写本一冊(国 会[特1-2112])に よる。
(10)宮 地郁蔵(名 は雑則。1768～1822)は 土佐の医師。京都に出て蘭山に本草学を学び,い ったん帰
国したが,再 び寛政6年 から享和3年 まで江戸に住んだ。 日光採薬に同行 して 「常毛採薬録 附常
毛物産方言』写本一冊(国 会[特1-557])を 残 した。附録として付される 「常毛物産方言」 はこ
の旅で得 られた採集地の動植物の方言を集めたものとして貴重な記録である。郁蔵は享和3年 帰郷
の際 北陸廻りの経路をとり加越各山での採薬を試みたらしい。蘭山は能登の門人村松標左衛門宛
の書簡で 「土州家中宮地郁藏 と中腎人,久 々致京學於當地而出精之人にて御座候。此節致帰国候序
に北國廻加越各山心懸,即 今 日當地致登足候。品に依貴地へも廻候はば貴宅へ も御尋申度候由に付,
委細所書 も遣 し置申候。若右之人御尋申候は＼何か御尋被成御相談被成可然候事に御座候」(「本草
名家眞跡』)と 申 し送っている。
(11)小 原源三郎(名 は良貴,桃 洞 と号 した。1746～1825)は,紀 州藩医。紀州藩主の依頼によって実
施 された蘭山の紀州採薬に,桃 洞は藩命によって同行 した。
(12)井 岡大造(名 は大造 ・洌,通 称は道貞,桜 仙と号 した。1778～1837)は 津山藩医。この採薬に同
行 して蘭山とは別に 『常野採薬録』を残 した。
(13)加 藤元貞は蘭山の紀州採薬にも同行 した。紀州採薬では蘭山門人の水野皓山が伏見で合流 し比叡
山採薬に従った。 このときの事を 『野氏物産小録』(岩 瀬[26-109])の 第二冊に書き留めた。そこ
くマ マ う く マ マ ラ
に 「先生陪従門人 江戸本江金助町/加 藤元亨」,「享和二戌年伏見旅舎ニテ蘭夫子面アタリキク処
くマ マ う く マ マ ラ
也/先 生門人 江戸本江金助町 加藤玄亭」とある。紀州採薬では同行の門人藤某が記録 した 『藤
22
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子南紀採薬志稿』が知られるが,著 者の実名は不明だった。 この記事 によって 「藤子」は加藤元貞
としてよさそうである。
(14)本 稿では触れないが,蘭 山はこの旅の記録を私的な記録として 『遊毛記』の書名でも残 した。
(15)『 蘭山日記』享和元年8月27日 の記事。
(16)『 蘭山日記』享和元年12月9日 の記事。
(17)『 蘭山日記』享和2年 正月8日 の記事。





(19)『 蘭山日記』文化3年3月4日 の記事に罹災の様子が詳 しく書かれている。 なお,こ の火災で幕
府書庫から借 り出して医学館に置いてあった稲生若水編 『庶物類纂』(穀 属四秩,竹 属三咲)が 焼
失 したため,蘭 山にこの七咲分の増補著述が命 じられている(同14日 の記事)。
(20)奥 劣斎(名 は之基,通 称は道逸。1780～1835)は,蘭 山が京都を去って江戸に出た寛政11年5
月17・18日 蘭山門人たちが京都円山芙蓉楼に開催 した 「詩経草木多識會」に参加 している。
(21)神 谷三園(名 は克槙,通 称は喜左衛門。1788～1872)が 転写 したものが本書である。三園は文政
6年 から25年 間京都に住んだか ら,こ の転写本は京都遊学時代に成ったか。名古屋に戻ってか ら
は尾張の本草研究会 「嘗百社」のメンバーだったから,嘗 百社会員には三園を通 して山本読書室を
中心とした京都の本草界の情報がもたらされたはずである。尾張でも本書を転写 した者があったに
ちがいないが,現 在のところこの転写本は見出せない。
(22)蘭 山門人山本亡羊の塾を読書室 といった。読書室は亡羊没後も息子たちが継いで,蘭 山が江戸に
去 った後の京都本草学界を担 った。
(23)国 立公文書館 「内閣文庫所蔵江戸時代の科学技術書展示目録』・(1976年5月)で は,本 書につい
て 「自ら浄書 して同年(享 和元年)十 二月に進敵 したもので,紅 葉山文庫旧蔵。巻末に奥書一行が
ある」 と解説する。 国立公文書館に所蔵される 「上州妙義 山井武州三峯山採薬記』一冊(内 閣
[197-22]),『 駿州勢州採薬記』一冊(内 閣[197-23]),「 紀州採藥記』一冊(内 閣[197-25])も 本
書と同じ表紙 同じ用箋,同 筆だから,こ れらも蘭山自筆の献上本か。
(24)幕 府に提出された蘭山の採薬記は,C7の 識語 にあるように書庫に秘蔵されて筆写する機会がな
か ったようである。
(25)栗 本鰻斎(名 は鰻,鉋 庵また鋤雲と号す。喜多村椀園の三男。1822～97)は 幕府医官栗本氏を継
ぎ第六代栗本瑞見として奥詰医師,の ち士分となり箱館奉行組頭,昌 平蟹頭取,外 国奉行,箱 館奉
行などを歴任。医学を多紀元堅に,本 草を曲直瀬養安院に学んだ。
(26)堀 誠斎(名 は直格。1806～80)は 信州須坂藩主。文人大名として知 られ(『 国書人名事典』第四
巻。岩波書店,1998年),本 書のほかにも採薬記をふくむ多くの本草書の転写本を残 している。
(27)難 波恒雄 ・遠藤正治編 『百品考』(1983年,科 学書院)の 巻末に掲載の 「山本亡羊門人録」によ
れば,春 水の入門は文政7年 以前 という。山本錫夫 『錫夫抄録』(岩 瀬[56-3])に 書き留められる
「讃書室開講宴出席姓名簿」(亡 羊の没 した翌年の安政6年 にから始められている)の 「安政七季甲
申正月十八日」「乙酉」「丙戌」にその名がみえる。
(28)内 藤記念 くす り博物館には 『簡齋 日録』(安 政6年 ～明治6年)を は じあ,『 仁多郡採薬行記』
『江濃採薬游記』「採薬記事』などの館良臣の自筆稿本が多 く所蔵されるが,「 江濃採薬游記』の本
文冒頭には 「雲藩氷川山本良臣徴聖著」,『採薬記事』の本文冒頭には 「雲藩医学助教簡齋館良臣徴
聖課」と署名する。 この人物は館機,館 簡齋,山 本簡齋,山 本良臣,簡 斎館良臣,簡 齋館長徴聖な.




(29)「 小島氏圖書記」印は 『新編蔵書印譜』(青 裳堂書店 〈日本書誌学大系79>,2001年)188頁 に小
島宝素のものとして採録 される。
(30)大 淵常範は栗本丹洲の三男大淵玄東の子で幕府医官。
(31)水 野皓山は享和2年 の紀州採薬に途中参加 した。また,寛 政ll年5月17・18日 に蘭山門人たち
が円山芙蓉楼に開催 した 「詩経草木多識會」には奥劣斎とともに参加 している。(13)を 参照のこと。
(32)「 信州駒嶽採藥詩稿」は蘭山の採薬に途中から同行 した蘭山門人三谷公器(笙 洲)が,一 行 と別
れた後に信州駒嶽を採薬 した記録である。
ほ ずみとし か
(33)「 穂撲家」印の所用者は穂撲俊香(1864～1923)。 山本俊香の名で 『山城採薪記』1冊,明 治28～
30年(杏 雨[杏6598])を 著 した。子爵山本実政の三男で,明 治9年 男爵穂積舞子に入婿 して跡を
継いだ。玉松真弘(操)の 養嗣子として玉松家を継ぎ,明 治17年 男爵に叙せ られた実兄責睾とと
もに京都博物会の会員として活躍 した。
のぶゆき
(34)田 中宣之(通 称権之介,探 山と号す)は 山本亡羊門人で京都住の医者。明治10年11月 に成った
自著 『増訂大和本草(別 名 「採藥手引草」)』自筆稿本十一冊(杏 雨[杏1742])の 第一冊に次のよ
うな 「採薬禁戒」五カ条を掲げている。「採薬禁戒/一 他人ノ園内二妄二不レ可レ入/一 無断田畑
ノ草 ヲ不レ可レ採/一 野径河堤 ノ産 ヲ採ルニ甚不レ可二掘荒一/一 難レ用二妄二草頭不レ可二摘取_/
一 草 ヲ掴取 ト錐枝葉 ヲ道労二捨不レ可二狼籍_/右 之條々急度可二相守一者也」。
宣之は慶松勝左衛門(京 都の薬種業者),山 本章夫(亡 羊六男。聚芳園主人とも号す)等 と京都
の本草学を復興するために聚芳社を設立 した。これは文久3年 以来途絶えていた章夫主催の海紅亭
物産会を再興したものと思われる。聚芳社が同19年1月 から同21年 にかけて開催 した21回 の月
次陳列会は盛会をみ,明 治27年 に京都本草会,同28年 には京都博物会と改称 した。「京都本草
(博物)会 出品目録』(明 治27年6月 ～同32年ll月)は その活動記録。
(35)大 岩氏(寛 政8年 生～元治2年2月26日 没)は 名は勝長,通 称は嘉蔵,石 鼓 と号 した。会津藩
士。江戸で塙保己一に師事 し,後 に医学寮の師範 となった(以 上,『 国書人名辞典』岩波書店,
1993年)。 本書の識語および上欄按文の署名から,大 岩氏が楷園の号 と恪の名をもつことがわかる。
寛政三年六月の自序を もつ曽占者…(架)著 『皇和輩譜』写本一冊(杏 雨[杏2244])の 巻頭に
「江都曽薬士孜著/門 人 會津椿園恪孜」 とあるから,曽 占春を師として本草を学んだことが判明
する。 また,文 化五年の自序をもつ佐藤成裕著 『飼龍馬』写本(瀧 澤馬琴の筆写)20巻20冊(国
会[京 乙一344])の 巻頭に序を寄せて,「 水府(平 出)/藤 先生。(中 略)嘗 過我藩。従学者多　。
(中略)近 游江戸。幸得親灸(平 出)/先 生。乃請而謄写。蓋此輯也(中 略)/文 政辛巳仲冬十八日

























ports.Amongthereports,Ihaveinvestigatedintotheノ の αSα 勾 α々π κ ∫[RecordofCol-
lectingHerbsinHitachiandShimotsukeProvinces]andtheKos襯gπsんoSα 砂 α肋K∫
[RecordofCollectingHerbsinKai,Suruga,IzuandSagamiProvinces],aswellastheir
variousversionsofthecopies.Ihaveclarifiedhowthesereportswerewrittenandwhich
versionsofcopieswerefurthercopied.
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